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東北⼤学 災害科学国際研究所
地震津波リスク評価（東京海上⽇動）寄附研究部⾨

研究の背景と⽬的:
中学⽣の防災教育の⽬標（⽂部科学省「⽣きる⼒」より）
・防災に関する⽇常の備えを⾒直し，災害に対して
• 適切な⾏動ができる・・・
・⾃⼰の安全ばかりではなく他の⼈々の安全にも
n配慮できる・・・
・災害時等の⾮常時にも，地域社会の⼀員として，
n⾃主的に地域の活動に参加できる・・・

発災時に⾃分がどのような⾏動をとるべきか, 
周囲の⼈々とどのような協⼒を⾏う必要があるのか
を考えておくことが重要となる.

発災前から発災後まで刻々と変化する時間経過のもと
で，⾃分，家族，近所の⼈，役場の職員という4種類の
⼈物の⾏動や役割を考え，ワークシートに書き込んで
いくツール, D_アワタラ（Digital Our Timeline）を開
発し,中学⽣を対象に実践を⾏い，質問紙調査によって
その効果を検証する.

A校中学3年⽣118名（静岡市）
B校中学2年⽣64名（喜多⽅市）
C校中学1年⽣197名（仙台市）

対象者⽅法:

結果と考察

D_アワタラを⽤いた「結」プロジェクト出前授業を
⾏い，①災害を理解する意欲，②いざという時に⾏
動する⾃信，③必要な備えを⾏う意欲，④地域社会
への効⼒感，⑤災害不安感，⑥災害リスク認知につ
いて質問し調査を⾏った．
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Perception of disaster risk

⽣徒は，グループごと
にGoogle スプレッドシ
ート（（または
Microsoft Excel）を⽤
いて,共同⼊⼒を⾏う.

⼊⼒結果は，フェーズ
ごとおよび各フェーズ
の⼈物ごとに設定され
ており，植物が成⻑す
る様⼦として確認でき
るゲーム性を導⼊．

「災害を理解する意欲」「いざという時に⾏動する⾃信」「必
要な備えを⾏う意欲」のいずれに関しても，3校すべてにおい
て事前から事後にかけて得点が上昇した．なかでもA校の伸び
が⼤きく，事前においては他校と有意差がなかった「災害を理
解する意欲」は事後において他校との間に有意差がみられ，
「いざという時に⾏動する⾃信」は事前においてみられたB校
との差が事後にはみられなくなった．「必要な備えを⾏う意
欲」は，事前においてすでにA校が他校よりも得点が⾼く，事
後においてもその差は縮まらなかった．A校において防災出前
授業による効果が⼤きかった要因の１つは学年の影響であろう．
保⽥他(2024)は防災教育の効果には学齢差があり，学齢の⾼
い⽅が効果は⾼くなることを明らかにしている．本研究におい
ても，A校の⽣徒は中学3年⽣であり，授業内容の深い理解が
達成された可能性がある．それによって防災に関する意欲や意
図が⼤きく上昇したのではないだろうか．
「地域社会への効⼒感」は，A校とC校では有意に上昇したが，
B校では有意な上昇が認められなかった．その⼤きな原因は,

ネットワーク環境が整わず，タブレットの数が限定され，D_
アワタラの活動そのものが制約を受け，記⼊シートへの⼊⼒も
進まなかった．結果として，災害時（フェーズ１, フェーズ
２）の地域内の多様な⼈物の役割や⾏動を⼗分に認識すること
ができず，そのため平時（フェーズ０）の備えの⾏動も⼗分に
記述することができず，地域社会で⾃分ができることの意識も
⾼まらなかったものと思われる．
ネットワーク環境が整い，全員がタブレットを使⽤できたA

校とC校では「地域社会への効⼒感」得点が有意に上昇したこ
とから，D_アワタラの実践は，それが⼗分に機能した場合に
は地域社会に対して⾃分ができることの意識付けが可能になる
ものと思われる．D_アワタラは地域社会への効⼒感の向上に
つながる可能性を有している．⼗分なインターネット環境と参
加者全員が情報機器を保有している学習環境が必須であること
も明らかとなった．

参考⽂献︓⽂部科学省︓学校安全資料「⽣きる⼒」を育む学校での安全
              教育，2019.

フェーズ０
⽇常からやって
おく備え

Dアワタラの概要

フェーズ２
復旧・復興

フェーズ１
災害発⽣直後

設定された時間の⾃分の⾏動のみなら
ず他者の⾏動を考えてセルに⼊⼒する

横軸
⾃分・家族・近所の⼈々・市町職員
という暮らしの中の⼈間関係

縦軸
時間の経過
と周囲の
状況変化
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